
○ 過去の不測時における対応

事 態 対 応 策 主な事例とその際の対応

１ 国内生産の
減少
異常気象等によ 備蓄の取崩し 冷害による米の凶作(平５ 緊急輸入(タイ、米、中、豪

る不作 価格・流通の ：作況74) から255万ｔ)
安定化 巡回指導による便乗値上
緊急輸入 げ監視

２ 輸入の減少
・途絶
① 主要輸出国・ 備蓄の取崩し 米国の大豆不作（昭48、 中国等への輸出促進要請
生産国の不作 73日間の輸出規制措置） 国産大豆の出荷促進指導

輸入先多角化 により我が国における輸 食品用大豆の備蓄制度創
入米国大豆の価格が３倍 設(昭49)

価格監視等の に上昇 国民生活二法による物資
行政指導 6/27～輸出禁止措置 の指定、価格及び需給状

7/2～輸出半減措置、 況の調査
必要に応じ、 9/7に解除
国民生活二法
*、物価統制令 中国の穀物不作(平６～ 備蓄用飼料穀物(昭51創
等による価格・ ８、19か月の輸出停止)に 設)の貸付(73千ｔ)
流通規制 よる飼料穀物の輸入減少

② 輸出国の港 各輸出国にみられる港湾
湾ストライキ等 ストライキ（例えば、アメリ
の輸送障害 カではガルフ港湾で最長

104日(昭43～44))

ミシシッピ川の洪水(平５、 備蓄用飼料穀物の貸付
60日)による飼料穀物の (68千ｔ)
輸送障害

パナマ運河喫水制限強 備蓄用飼料穀物の貸付
化 (平10、110日) による (204千ｔ)
飼料穀物の輸送障害

米国西部29港湾のロック
アウトによる肉類（冷蔵
品）等の輸送障害(平14､1
0日)

カナダ港湾のロックアウト
によるなたね等の輸送障
害(平14～15、５ヶ月)

平成17年8月29日米国南 備蓄用飼料穀物の貸付
部に上陸したハリケーン・ (162千ｔ)

カトリーナの被害により、

飼料穀物の積出などに障

害

注＊：「買占め等防止法」及び「国民生活安定緊急措置法」を合わせて、一般に「国民生活二法」と呼ん

でいる。


